
様式１（幼稚園）
【幼稚園用】

令和□□年度学校評価 計画

中間評価（任意） ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 具体的目標
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ ○ ・ ・ ・ ・

○ ○ ・ ・ ・ ・

次の中から１つ以上を選択
●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
●「安全に関する資質・能力の育成」
●「健康を考えて行動できる能力の育成

○ ・ ・ ・ ・

○ ○ ・ ・ ・ ・

○ ○ ・ ・ ・ ・

○ ○ ・ ・ ・ ・

○ ○ ・ ・ ・ ・

○ ○ ・ ・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 具体的目標
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○

○ ○ ・ ・ ・ ・

○

○ ○ ・ ・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･園独自

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組 中間評価（任意）

３ 本年度の重点目標

主な担当者

●心つくり

●健康・体つくり

●幼・保・小連携

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

園名

主な担当者
具体的取組

５ 総合評価・

  次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１ 前年度

  評価結果の概要

２ 教育目標

最終評価 学校関係者評価

重点取組 中間評価 最終評価 学校関係者評価

具体的取組



【幼稚園用】

令和□□年度学校評価 計画

中間評価（任意） ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 具体的目標
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●心つくり

○絵本や物語、紙芝居などの読み聞か
せを通して美しい言葉に触れ、想像する
楽しさを味わい心つくりにつなげる。

○読み聞かせに関する教員のスキル
アップを図るとともに、保護者に絵本など
の読み聞かせの大切さを知らせる。

・教員の読み聞かせ研修会を行う。
・お薦め絵本などを紹介する展示を行
う。

B

・展示会は□月のみ園行事のため実施できな
かったが、それ以外は実施できており、今後も
実施したい。

B

・毎月の展示会は子供、保護者共に好評で
あった。
・個人間で差が見られた。

A

・絵本の展示会は、家庭で読み聞かせを行う
よいきっかけとなり、子供が絵本を大好きに
なった。

管理職

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」 ○外遊びに楽しく取り組むことを通して、
体つくりへとつなげる。
○散歩を通して自然に親しみ、交通マ
ナーを身に付ける。

・外遊びの時間の十分な確保
・遊具の正しい使い方、安全な遊び方を
知らせ、怪我の予防に努める。

B

・外遊びの時間を週□時間確保した。
・毎回、状況に応じて、遊具の正しい使い方、
安全な遊び方を知らせ、怪我の予防に努め
る。

A

・外遊びの時間を週□時間確保した。
・毎回、状況に応じて、遊具の正しい使い方、
安全な遊び方を知らせ、怪我の予防に努め
た。

A

・いつも子供たちが外で元気に遊んでいる。難
しいことにも挑戦するようになり、自分でできる
喜びを感じていると思う。

学年主任

●幼・保・小連携

○保育参観や授業参観、幼保小中会議
及び合同研修を通して円滑な接続に向
けた共通理解を図る。
○小学校、保育園、他の幼稚園との交
流を深め、小学校との接続を滑らかにす
る。

○保育参観や授業参観、幼保小中会議
及び研修を通して就学に向けた共通理
解を図る。
○小学校、保育園、他の幼稚園との交
流を深め、小学校との接続を滑らかにす
る。

・幼保小中連絡会議に参加し、職員間で
報告を密に行い、共通理解を図る。
・交流する相手方と開催時期や具体的
な内容について、十分に話し合い計画を
立てる。
・小学校、保育園と交流事業を実施す
る。

C

・□月までに交流の年間計画を立てることが
できた。
・小学校と年□回、保育園と年□回交流した。
・全ての幼保小中連絡会議に参加している
が、全職員への周知はまだできていない。 B

・□月までに交流の年間計画を立てることが
できた。
・小学校と年□回、保育園と年□回交流した。
・全ての幼保小中連絡会議に参加し、全職員
への周知を行った。 B

・他園や小中との交流がよくできていて、子ど
もたちも楽しみにしている。
・小学校や他の教育機関と密に連携がとれて
おり、小学校入学への不安が軽くなった。

主任保育士

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

○園務の整理や行事の精選に取り組
み、業務の効率化を推進する。

○行事の数、内容の精選を行い、□
□％削減する。

・行事の前に削減できる部分を検討し、
行事の後に削減できた部分がなかった
か振り返りを行う。

B

・行事の数、内容□□％削減
・全ての行事の前後の打ち合わせにおいて内
容削減について検討できている。

B

・内容削減は保護者の要望による難しい部分
もあり、□□％に留まった。
・全ての行事の前後の会議、打ち合わせにお
いて内容削減について検討できた。

B

・保護者も負担と感じる行事もあるので一緒に
なって検討できればと思う。

園長

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 具体的目標
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基本的生活習慣の育成

○望ましい生活習慣（早寝・早起き・朝ご
はん・あいさつ）について保護者と連携し
て育成する。

○アンケートにより実態を把握すると共
に保護者の意識を高める。回収率１０
０％を目指す。
○望ましい生活習慣ができている幼児
□□％以上

・アンケート内容を検討し、その結果に
ついて保護者と一緒に改善策を考え、
意識を高めていく。

B

・□月までにアンケートを実施できたが、回収
率は□□％であった。
・一部の保護者とまだ相談ができていない。
・年度当初の１回、クラス懇談会で望ましい生
活習慣の重要性について伝えた。

A

・アンケート未回収も含めて全ての保護者と相
談できた。
・年□回、クラス懇談会で望ましい生活習慣の
重要性について伝えた。
・望ましい生活習慣ができている幼児□□％
で年度当初よりかなり改善できた。

A

・基本的生活習慣の育成には、家庭の理解と
協力が不可欠である。繰り返し伝えてほしい。

副園長

●･･･県共通　○･･･園独自

園名 □□立□□幼稚園

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組 中間評価（任意）

３ 本年度の重点目標 ①豊かな心と体の育成のために、保護者との連携を図りながら、絵本の読み聞かせと安全な外遊びの機会を増やす。
②働き方改革の一環として行事の精選を行う。

主な担当者

主な担当者

具体的取組

５ 総合評価・

  次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１ 前年度

  評価結果の概要
・絵本の読み聞かせの機会が園・家庭共に少なくなってきている。
・園行事前の職員の退勤時間が特に遅い。

２ 教育目標 「豊かな心でたくましく生き生きと活動する幼児」を目標に、基本的な生活習慣を身につけ、生きる力の基礎を培う。

最終評価 学校関係者評価

重点取組 中間評価 最終評価 学校関係者評価

具体的取組

前年度の学校評価結果より、成果や課題について概要を記述

する。

「達成度」の根拠となる「取組内容」と

「成果指標」の結果を記載する。

評価項目に対して評価の観点

となる取組内容を記載する。

重点取組内容を実行・実現するため

の具体的取組・方策・活動等を記載

する。

「成果指標」の結果を総合的に判断

し、上記凡例をもとに「Ａ～Ｄ」で

評価

「計画」「中間評価」「結果」等をプルダウンメニューより選択

１ 前年度評価結果・２ 学校教育目標 及び、各学校や児童生

徒の実情・課題等を踏まえ、「今年度特に何を重点とする

重点取組内容を評価するための

目標を設定する。

本年度の重点目標に対して、共通評価項目に当てはまらないも

のがあれば独自評価項目として設定する。

全て共通評価項目に当てはまっていれば、設定する必要はない。

幼稚園の中間評価は任意。

「具体的目標」について上記凡例をもとに「Ａ

～Ｄ」で中間評価を行う。ただし、中間時点で

成果指標を計ることができない場合は、具体的

取組の進捗状況をもとに判断する。

公表する場合は、氏

名ではなく役職等で

記載する。

中間評価（進捗度）の根拠となる進捗状況を記載。評価が高いもの

については多くを記載する必要はないが、評価が低いものについて

は改善策を含めた見通しを記述する。

やむを得ない事情がある場合はその内容を記述する。

また、教育委員会に求めるフォローアップ等があれば記載する。

記載例



様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○（学校独自重点取組） ○（学校独自成果指標） ・ ・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○（学校独自成果指標・記載例を参考に
してください。）

・ ・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○（学校独自成果指標・記載例を参考に
してください。）

・ ・ ・ ・

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒□
□％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒□
□％以上

・ ・ ・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○ ・ ・ ・ ・

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」
❺「健康を考えて行動できる能力の育
成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒□
□％以上(小学校６０％以上、中学校８
０％以上の数値で学校の実情に応じて
設定）
②(学校独自成果指標)
❸「健康に良い食事をしている」児童生
徒□□％以上
❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る
❺「健康は何より大切だ」「保健で学習し
たことを、自分の生活に活かしている」と
答えた児童生徒□□％以上

・ ・ ・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・ ・ ・ ・

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●特別支援教育の充実
○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

○

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

中間評価

３ 本年度の重点目標

①確かな学力の向上、及び主体的・対話的に学び自信をもって表現する子どもの育成を図る。
②自己肯定感や自己有用感をもち、人を思いやる豊かな心の育成、及び、ふるさと大浦を誇りに思う心の育成を図る。
③粘り強く何事にも挑戦する児童の育成、及び、自他ともに健康と命を大切にする態度の育成を図る。
④ワークライフバランスを保ち、働き方改革に対する教職員の根本的な意識改革の充実を図る。

主な担当者

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

学校名 太良町立大浦小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組

主な担当者
具体的取組

５ 総合評価・

  次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１ 前年度

  評価結果の概要

・教職員がチーム一丸となって教育活動に取り組んだことで、ほとんどの項目でＡ評価となった。
・学力向上については、今後も児童が主体的に活動に取り組むことができるように、個に応じた指導等も充実させていく必要がある。また、児童人一人が安心して学校生活を送れるように、今後も心の教育や特別支援教育等の取組を充実させていく必要がある。児童人一人の出番や
役割を与え、できていることを称賛、承認することで、児童の自己肯定感や自己有用感を高めていきたい。
・教職員の働き方改革への意識が少しずつ向上してきている。今後も教職員が心身ともに健康で教育活動に取り組むことができるように、ＩＣＴ活用や会議のスリム化を行い、教職員の勤務時間の適正化に努めていきたい。

２ 学校教育目標 ひこばえの心をもち、強く・かしこく・美しく生きる子どもの育成を図る

最終評価 学校関係者評価

重点取組 中間評価 最終評価 学校関係者評価

具体的取組



様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○主体的・対話的に学び自信をもって表
現する子どもの育成

○「文章を書く時に相手や目的に合わせ
て伝えたいことを分かりやすく書いてい
る」「話し合いでは、自分の考えを伝えた
り友達と比べたりして考えることができて
いる」と回答した児童８０％以上。

・「授業づくり１・２・３」を踏まえ実践していく。
・話す、書く目的や相手意識をはっきりさせ
た上で必要な条件や具体的な書き方・進め
方を示す。
・家庭学習の定着や自主学習の奨励、語彙
力を高める取り組みを積極的に行う。

・ ・ ・

確かな学力PJ

●児童が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○「自分にはよいところがある」「自分は
誰かの役に立っている」の項目で肯定的
な回答をした児童90％以上。

・人権集会やぽかぽかの木、自他の生命を
大切にする道徳の授業に取り組む。
・QUアンケートに関する校内研修を実施す
る。
・学級活動で構成的グループエンカウンター
の授業に取り組む。

・ ・ ・

豊かな心PJ

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇「まわりの人たちや、困っている人に
優しくしている」の項目で肯定的な回答
をした児童90％以上。

・心のアンケートを実施し、いじめの早期発
見に努めると同時に事案発生の時は迅速な
対応を行う。
・担任と児童一人一人と話す「教育相談週
間」を設定し、児童の状況の把握と信頼関
係の構築を行う。
・毎週木曜日の子ども支援連絡会を通し、
教師間の情報共有かつ指導の統一を図る。

・ ・ ・

豊かな心PJ

●◎児童が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童90％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童90％以上

・日頃から児童の励みになるように承認・称賛を
行い、児童の自己肯定感を高める。
・道徳の授業で夢や目標の持つことの大切さを
知り、児童一人一人が夢や目標を持てるような
手立てや声かけを行う。

・ ・ ・

豊かな心PJ

○基本的な生活習慣の定着 ○「あいさつ上手、片づけ上手、すごし
方上手、お話上手」の項目で「よくでき
る」と答える児童90％以上

・毎月、クラスで生活目標のふりかえりを行
い、児童の意識の向上を図る。
・全校朝会で生活の話はふりかえりを行い
今後も続けるよう声をかけたり、日々の生活
の中で良い行いをしている児童を見つけて
褒めたりする。

・ ・ ・

豊かな心PJ

●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

○ひこばえがんばりカードで就寝時間を
守ることができている児童85％以上
●「健康に良い食事をしている」児童
80％以上

・ひこばえがんばりカードに各担任が目
を通し、適宜指導する。
・栄養教諭と連携し、食育指導を各学年
が一回以上実施。
・栄養教諭の巡回指導を、複数回行い、
食に関する興味関心を高める。

・ ・ ・

健やかな体PJ

〇運動に親しむ児童の育成 〇「授業や休み時間など学校生活にお
いて体を動かすことが好きだ」と回答す
る児童85％以上

・委員会主導によるスポーツフェスタの
実施。
・サガンキッズへの積極的な参加。
・外遊びの奨励

・ ・ ・

健やかな体PJ

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・自分の勤務状況を確実に把握するために出勤
退勤カードの管理を確実に行うとともに、毎日予
定ボードに必ず退勤予定時刻を明記し、実行す
る。
・資料の事前配布や職員連絡掲示板やＩＣＴの活
用により会議をスリム化し、会議の回数や時間
を減らす。
・毎週金曜日を定時退勤日として設定し、確実に
守るようにする。

・ ・ ・

校長・教頭

○学校組織力の向上
・ブロック制による学年経営
・プロジェクト制による校務運営
・各種主任、コーディネーターのリーダー
性の向上

○「プロジェクトやブロック制を意識した
業務ができた」と答える教員９０％以上
○「担当分野の内容改善を進んで行っ
た」と答える職員９０％以上

・ブロック主任、各部員は年間を通じて日常的に情報
の共有を行い、ブロック主任は、意図的・計画的に教
育活動が行われるように進捗状況を把握する。
・プロジェクトリーダーを中心として、毎月の取組での
重点的事項について内容・方法の検討や工夫・改善
を行う。
・各担当の内容について、職員会議での提案や連絡
会での連絡を欠かさず行い取り組む。

・ ・ ・

校長・教頭

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○「特別支援に関する専門性や意識が
向上した」と答える職員９０％以上。

・特別支援に関する研修会を実施する。
・子ども支援連絡会等で情報共有すると
同時にケース会議を開催して個別の支
援の対応を図る。

・ ・ ・
特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

○

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・

  次年度への展望

・
・
・

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

２ 学校教育目標 ひこばえの心をもち、強く・かしこく・美しく生きる子どもの育成を図る

３ 本年度の重点目標

①確かな学力の向上、及び主体的・対話的に学び自信をもって表現する子どもの育成を図る。
②自己肯定感や自己有用感をもち、人を思いやる豊かな心の育成、及び、ふるさと大浦を誇りに思う心の育成を図る。
③粘り強く何事にも挑戦する児童の育成、及び、自他ともに健康と命を大切にする態度の育成を図る。
④ワークライフバランスを保ち、働き方改革に対する教職員の根本的な意識改革の充実を図る。

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 太良町立大浦小学校

１ 前年度

  評価結果の概要

・教職員がチーム一丸となって教育活動に取り組んだことで、ほとんどの項目でＡ評価となった。
・学力向上については、今後も児童が主体的に活動に取り組むことができるように、個に応じた指導等も充実させていく必要がある。また、児童人一人が安心して学校生活を送れるように、今後も心の教育や特別支援教育等の取組を充実させていく必要がある。児童人一人の出番や
役割を与え、できていることを称賛、承認することで、児童の自己肯定感や自己有用感を高めていきたい。
・教職員の働き方改革への意識が少しずつ向上してきている。今後も教職員が心身ともに健康で教育活動に取り組むことができるように、ＩＣＴ活用や会議のスリム化を行い、教職員の勤務時間の適正化に努めていきたい。



【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和□□年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○「学級（クラス）の友達との間で話し合
う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、広げたりすることができていると思
う」と回答した児童（生徒）□□％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」
を踏まえ、全教科半分以上の授業で「話
し合う活動」を設定する。 B

・□月に実施したアンケート調査で肯定的に
回答した児童生徒が□□％。

A

・□月に実施したアンケート調査で肯定的に
回答した児童生徒が□□％。
・話し合う活動の設定率は上がったが、児童
生徒の有用感につなげることが必要。

B

・フリー参観などでは、子供たち同士で話し合
う場面が増え、子供たちの主体的な姿を感じ
る。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒□□％以上

・人権講演会（人権集会）や道徳に関す
るアンケートの実施
・道徳科の授業づくりに関する校内研修
等の実施
・保護者や地域の方と連携した○○体
験の実施

B

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な
回答をした児童生徒□□％
・道徳科の授業づくりに関する研修会を□月
に実施する予定。
・保護者や地域の方が参画したふれあい道徳
を実施した。

B

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な
回答をした児童生徒□□％
・□月に計画通り講演会（集会）を実施した。
・道徳科の授業づくりに関する研修会を□回
実施し、教員間の共通理解を図った。
・□月に保護者と連携し○○体験を実施し
た。

C

・工夫された道徳の授業が行われていると感
じた。
・学校のきまりや交通マナーを守れていない
子供たちがいる。
・ＳＮＳによるトラブルがあると聞くので実態を
把握する必要がある。

道徳教育推進教師
人権･同和教育担当者
各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員□□％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルの作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に□回以上行う。 C

・いじめ防止等について組織的対応ができて
いると回答した教員□□％
・□月に対応マニュアルの作成・見直しを行
い、説明会を行ったが、一部の職員が未参加
であったため、□月までに再度説明会を行う。 B

・いじめ防止等について組織的対応ができて
いると回答した教員□□％
・□月までに対応マニュアルの作成・見直しを
行い、□月と□月に説明会を行い、全職員へ
周知できた。
・４月、８月、１１月にいじめの対応について、
校内研修を行い、対応を確認することができ
た。

B

・対応マニュアルはよくできている。

（主）生徒指導主事
（副）各学年主任

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒□
□％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒□
□％以上

・児童生徒の資質・能力を育む授業づく
りに関する校内研修等の実施
・各種体験活動では、児童生徒に活動
の見通しと学びの振り返りを行う活動を
仕組む。
・授業だけでなく、教育活動全体で生徒
指導の機能を生かした取り組みの実践

C

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童（生徒）□□％以
上
・「児童生徒一人ひとりのよい点や可能性を見
つけ評価する（褒める）取組を行っている自己
申告する教師の割合□□％以上

・「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童生徒□□％
・共通の研究テーマのもと、校内授業研究会
を□回実施した。今後□回実施する予定。
・振り返りの活動を十分に確保できたとは言え
ない。今後、活動の目的と関連させた活動に
よる学びを深めさせる必要がある。

A

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童（生徒）□□％以
上
・「児童生徒一人ひとりのよい点や可能性を見
つけ評価する（褒める）取組を行っている自己
申告する教師の割合□□％以上
・本人だけでなく、周りの子にも認められてい
ると伝わる必要がある。

・将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童生徒□□％
・授業研究会を□回実施し、教員の指導方法
の改善に係る共通理解を図ることができた。
・振り返りで肯定的な感想を残し、新たな活動
への意欲を示す児童生徒が増加した。

A

・児童生徒が学ぶことや働くことの意義を感じ
られるような取組が行われており、すばらしい
と感じた。
・先生は、以前に比べ、子どもの頑張りを褒め
てくれるようになった
・地域行事を行う際に、子どもが様々な提案を
するようになった。

（主）教務主任
（副）各教科主任

○（学校独自重点取組・任意） ○ ・ ・ ・

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒□□％以上
○朝食をとって登校する児童生徒□
□％以上

・生活状況調査、食に関する意識調査
の実施
・保健だよりの発行

B

・生活状況調査を□月と□月に実施し、１学
期における朝食をとって登校する児童生徒は
□□％であった。
・給食の時間を活用した食に関する指導を□
回実施した。

A

・「健康に良い食事をしている」と回答した児
童生徒は□％であり、前年度に比べて増加し
た。
・朝食をとって登校する児童生徒□□％
・生活状況調査を□回実施（□月、□月、□
月）とともに食に関する意識調査を□月に実
施

A

・保健だよりは食事の大切さをわかりやすく伝
えていた。継続してほしい。
・食育については、家庭も一緒になって取り組
みたい。

保健主事
栄養教諭
学校栄養職員
食育推進担当者

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定
・部活動休養日の設定

C

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職
員の割合□□％
・児童生徒対応のため全員退勤できない日が
□日あった。
・夏季休業中に、教職員が休暇を取得しやす
い環境を整備した。

B

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職
員の割合□□％
・児童生徒対応のため全員退勤できない日が
□日あった。
・部活動の休養日の週２日以上の設定は□
□％であった。

A

・先生の元気がないと子供たちも不安を感じ
る。休めるときは休んでほしい。

管理職

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答した教員□□％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情報
共有 B

・特別支援教育に関する専門性が向上したと
回答した教員□□％
・「発達障害児の理解と具体的な支援に研修
会」は□月に実施予定。

A

・特別支援教育に関する専門性が向上した教員
□□％
・特別支援教育に関する研修会□回実施
・ケース会議□回実施

A

・個別のケースに丁寧に対応されているという
話を聞く。
・必要に応じて外部の関係機関との連携も
図ってほしい。

教育相談主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

（例）
○新学習指導要領に対応
した学習活動
〇情報モラル教育の充実

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・

B

・

A

・

A

・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

中間評価

３ 本年度の重点目標 ①　主体的・対話的で深い学びの実現へ向けた授業改善を図る。
②　人権教育を充実させるとともに、特別支援教育に対する意識を高める。

主な担当者

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

学校名 □□立□□学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組

主な担当者
具体的取組

５ 総合評価・

  次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１ 前年度

  評価結果の概要
・主体的・対話的で深い学びを軸とした授業改善が不十分であり、授業研究会等も実施されていない。
・特別支援教育を全職員で対応することへの意識が高まっており、継続させたい。

２ 学校教育目標 「質実剛健」「信義誠実」「自主自律」の精神を生かし、社会に有用な高い知性と広い視野を持ち、人間性豊かで心身ともに健全な人間の育成をめざす。

最終評価 学校関係者評価

重点取組 中間評価 最終評価 学校関係者評価

具体的取組

前年度の学校評価結果より、成果や課題について概

要を記述する。

１ 前年度評価結果・２ 学校教育目標 及び、各学校や児童

生徒の実情・課題等を踏まえ、「今年度特に何を重点とする

か？」について熟議し、重点となる目標を設定する。

評価項目に対して評価の観点

となる取組内容を記載する。

重点取組内容を評価するための指標を原則数

値目標で設定する。

（□□％以上、□回以上、毎□１回など）

重点取組内容を実行・実現するための具

体的取組・方策・活動等を記載する。

「計画」「中間評価」「結果」等等をプルダウンメニューより選

択

「成果指標」の結果を総合的に判断

し、上記凡例をもとに「Ａ～Ｄ」で

評価

「達成度」の根拠となる「取組内容」と

「成果指標」の結果を記載する。

「成果指標」について上記凡例をもとに「Ａ～

Ｄ」で中間評価を行う。ただし、中間時点で成

果指標を計ることができない場合は、具体的取

組の進捗状況をもとに判断する。

本年度の重点目標に対して、共通評価項目に当てはまらないものが

あれば独自評価項目として設定する。

先頭に「●」がついているものは県で統一した重点取組内容と成果指標。

先頭に「○」がついているものは学校独自取組の記入例であり、学校が設定する。（任意）

先頭に「◎」がついているものは、「志を高める教育」に関する内容。「◎」は必ず１つ以上設定

するが、どこの評価項目でもよい。

記載例

中間評価（進捗度）の根拠となる進捗状況を記載。評価が高いも

のについては多くを記載する必要はないが、評価が低いものにつ

いては改善策を含めた見通しを記述する。

やむを得ない事情がある場合はその内容を記述する。

また、教育委員会に求めるフォローアップ等があれば記載する。

「時間外在校等時間の上限の遵守」については、守れたか守れなかったかの二者択一で評価

するのではなく、遵守するためにどのような取組をしたのか、工夫をしたのかなどの具体的な取

組状況の評価を行う。

令和５年度より追加


